
 

夜間中学および多様な学びの確保に関する検討状況について 

 

国の法令，通知等  

平成 28 年１２月  

 義務教育の段階における普通教育に相当する教育機会の確保等に関する法律  

平成 30 年 6 月  

【第３期教育振興基本計画の策定】 

教育機会確保法等に基づき，全ての都道府県に少なくとも一つは，夜間中学が設置され

るように促進すること等を閣議決定  

 

※第 3 期教育振興基本計画等を踏まえた夜間中学等の設置・充実に向けた取組の推進  

について（依頼 ）（平成３０年８月 ） 

※夜間中学の設置・充実に向けた取組の一層の推進について（依頼 ）（令和３年２月 ）  

 

 

 

これまでの県の取組  

令和元年度：市町教育委員会や県内中学校を含む関係機関等へのニーズ調査実施  

令和  ２年度：「夜間中学の設置に関する検討会議」（6 月，9 月，2 月開催） 

＜主な意見＞   

・滋賀県にふさわしい夜間中学の在り方については，本部となる学校と 

オンライン授業を併用する複合型が現実的であり，オンライン授業を併用  

するための運用面の検討の必要（遠隔教育特例校制度の活用等） 

・今後も継続的なニーズの掘り起こしが必要  

・夜間中学に関する県民への周知  

 

 

 

令和３年度の取組  

１．「滋賀県夜間中学および多様な学びに関する検討会議」（年３回）・・【別紙 １】 

〇委員  大学教授，社会福祉士，公益財団法人国際協会，県立高等学校， 

県立特別支援学校，市町教育委員会，国際課，障害福祉課， 

健康福祉政策課，子ども・青少年局  

 

・第 １回    ７月  各現場の現状と課題                        

・第２回   １０月  県外先進校からの聞き取り調査の報告         

・第３回     ２月   予定  

 

２．検討状況 

・多様な学び方に関する検討項目に対してメリット，デメリットを踏まえての意見交換 

・・【別紙２】 

・滋賀県 LINE 公式アカウント等でアンケートを周知し，調査を実施・・【別紙３】 

 

今後，検討会議からの報告を踏まえ，県としての方針を決定する予定  

教育・文化スポーツ常任委員会資料４ 

令 和 ３年 （ 2 0 2 1 年 ） 1 2 月 1 4 日 

教 育 委 員 会 事 務 局 幼 小 中 教 育 課 
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● 多様な環境下における児童生徒等が自主的な学びを進められるよう，義務教育

の機会を実質的に保障するために，滋賀県における今後の方向性について整理・

分析する。

「夜間中学および多様な学びに関する検討会議」について

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月以降

第１回
検討会議

（7月15日）

第3回
検討会議

（2月8日）

事務局
会議

（6月下旬）

事務局
会議

（9月下旬）

検討会議の
設置準備

リーフレット（案）の
作成

リーフレットの配布・オンライン体験授業

検討会議
として
報告を

取りまとめる

事務局
会議

多様な学びの在り方について検討

R3

・これまでの経緯
・各現場の現状と課題
・検討のポイント
・ニーズ調査の方法

・県外視察の報告
・アンケートの進捗報告
・第3回に向けた方向性
のポイント確認

現地視察
・岐阜県（電話）
・徳島県(10/22)
・高知県（電話）
・京都市（電話）

・市町意見聴収の結果
・夜間中学および多様な
学びの具体的な内容
について

アンケート調査と集計

市町への説明・
意見聴収

来年度に向けた
予算協議

第２回
検討会議

（10月20日）

別紙１

22



滋賀県夜間中学および多様な学びに関する在り方検討項目  

【対象者】 

□様々な理由により義務教育を修了できなかった人  

□不登校等のためにほとんど学校に通えなかった人  

□本国で義務教育を修了していない外国籍の人  

項目 内容 メリット デメリット 徳島 高知 京都 岐阜 

設置 

市町立  

・地元の対象者が通

いやすい。 

・特定の市町の設置

となると、全県的に対

象者をカバーすること

が難しい。 

  〇 〇 

県立  

・県全域を対象とで

きる。 

・県内のいずれかの

地域に設置すること

になり、遠方の対象

者は通学しにくい。 

〇 〇   

施設 

登校型  

・既存の施設を利用

すれば、新たに施設

を設置する必要がな

く、設置経費は削減

できる。 

・本来の夜間中学と

して、国から認められ

る。 

・既存の施設との併

用となるため、使用す

る施設関係者との調

整等が必要。 

・遠方の対象者の登

校が難。 

校 舎 ：県 立 しらさ

ぎ中学校 

（ 県 立 徳 島 中 央

高校内 ）。元実習

棟改築  

 

校 舎 ：県 立 高 知

国 際 中 学 校 ・分

校 （特 別 支 援 学

校 移 転 に伴 い 、

校舎・教室確保） 

１ ９ ６ ８ 年 、市 立 郁

文中学校に学齢超

過 者 を対 象 とした

二部学級開設 、２０

０７年度閉校 。→郁

文 中 校 舎 利 用 し、

２００8 年度～ 

 

登校  

オンライン 

併用型  

・上記に加え、オンラ

イン環境整備が整っ

ていれば可。 

・登校できない対象

者もオンラインにより

学びに保障が可能。 

・オンライン環境整備

がない場合、難。 

・特例校としての申

請が認められないと

開設できない。また、

国からの補助金が受

けられない場合があ

る。 

   

校 舎 ：岐 阜 市 立

草 潤 中 学 校 （廃

校 活 用 、施 設 改

修） 

オンライン

型  

・遠方や事情がる対

象者が学びやすい環

境となる。 

・国から学校として認

められない可能性が

ある。 

    

別紙２  
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項目 内容 メリット デメリット 徳島 高知 京都 岐阜 

立地 

場所 

JR 沿線  

など 

・県内の広範囲を対

象者とできる。 

・自宅や勤務先がＪＲ

沿線でない場合不

便。 

ＪＲ佐古駅  

徒歩２０分  

※通学方法：ほと

んど車  

ＪＲ高知駅  

徒歩８分  

※通 学 方 法 ： Ｊ Ｒ ・他 自 転 車 ・

バイク ・車  

阪急四条大宮徒

歩３分  

ＪＲ岐阜駅  

徒歩１５分  

規模 

（募集

人数

等）  

登校型  ・教室を利用すれば、

３ ０名 程 度 までは対

面可。 

・２教室以上になる場

合、教員確保等が必

要。 

１０市町より 

３７名  

内訳 （人 ）：  

日 本 国籍 24、  

中 国 ５、韓 国 １、  

フィリピン５ 、タイ １ 、インドネシア １  

・ クラス数 ： １年 ２クラス、  

２年 １クラス、３年 １クラス  

・授 業 は、習 熟 度 別 ４クラス

（ベーシック、チャレンジ １ ・ ２ ・ ３ ）  

３市より 

９名  

日本国籍のみ 

 

１クラス 

２６名  

内訳 ：  

日 本 国籍 ８、  

韓 国 ・朝 鮮 ８、  

ネパール４、中 国 ２モロッコ２  

・３クラス（学年 ） 

・授業は習熟度別

２クラス 

 

登校  

オンライン 

併用型  

・登校できない人は、

自分のタイミングでオ

ンデマンド配 信 の授

業 を視 聴 するため、

人数制限不要。 

・オンラインの場 合 、

機器等が準備できな

い方 へのサポート等

が必要。 

   ４０名  

登 校 ７割  

オンライン２割  

欠 席 多 １割  

※他 、在 籍 校 に籍 を置 いた まま支 援  

オンライン

型  

・人数制限不要。 ・オンデマンド配信の

みだと、生 徒 の状 況

把握が難。 

    

学費 

補助 

有    市町の就学援助  

利用３名  

   

無     〇   

カリキ

ュラム  

中学校教育

課程  

・一 般的 な中学校のカ

リキュラムで進行可。 

・一 般の教育課程を

アレンジする必要有。 

 〇  ７７０時間  

（通常 3/4） 

中学校教育

課程  

＋日本語

指導  

・外 国籍の方への学

びの保障確保。 

・日本語指導を含め

たカリキュラム編成が

必要。 

教 科内で日本語指導   教 科 内で日 本 語指 導   
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夜間中学および多様な学びに関するアンケート結果【日本語】 

調査方法 

滋賀県 LINE 公式アカウントで，アンケートを配信し，しが受付ネットサービスで回収 

 

配信日時 

11 月 3日（水）１２：００  配信数 3５,５4１人   リンク先訪問者数：６０１人（１.７％） 

 

調査結果  

〇48 件（FAXでの回答３件を含む）の回答が寄せられた。質問ごとの回答は以下の通り。 

 

質問１ あなたが学びたい理由について、あてはまるものすべてに○をつけてください（複数回答）。 

 

質問２ どのような学び方を希望しますか（複数回答）。 

 

13

11

9

4

6

20

3

0 5 10 15 20 25

その他

職業資格を得るために必要だから

高等学校に入学したいから

日本語の読み書きができるようになりたいから

中学校の国語や理科などの勉強をしたいから

中学校を卒業したが，もう一度学び直したいから

中学校を卒業していないから

14

17

17

31

0 5 10 15 20 25 30 35

小・中・高いずれかの公立学校

駅前等，交通の便の良いところ

車で行けるところ

自宅などにいながらオンライン

別紙３ 
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